
 

 

14-(1)  ラ イ フ ラ イ ン 関 係 

（水道･指定給水工事店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



給 水 区 域 及 び 給 水 拠 点 表 
 

給水区域 

番  号 
給水区域及び給水拠点 

圈域内 

人 口 
取水する水源地及び配水池 

第１ 

(１)第一小学校  

(２)第一中学校  

(３)第二中学校 

(４)県立沼津西高等学校 

１７，３１１ 

・泉、双葉、木瀬川水源地 

・岡宮、八重、中瀬、 

木瀬川配水池 

第２ 

(34)片浜小学校 

(35)片浜中学校 

(36)今沢小学校 

１５，０２７ 
・柳沢、原、双葉水源地 

・柳沢、原、椎路配水池 

第３ 

(５)香貫小学校 

(６)第三中学校 

(７)県立沼津工業高等学校 

(８)我入道コミュニティ防災センター 

１９，１４４ 
・泉、木瀬川水源地 

・八重、中瀬、木瀬川配水池 

第４ 
(９)第四小学校 

(10)沼津市総合体育館 
 ９，４４０ 

・泉、木瀬川水源地 

・八重、中瀬、木瀬川配水池 

第５ 

(12)第五中学校 

(13)市立高等学校・中等部 

(14)加藤学園高等学校 

(16)県立沼津聴覚特別支援学校 

(17)沼津中央高等学校 

(21)門池小学校 

(22)門池中学校 

(24)沼津工業高等専門学校 

(29)大岡小学校 

(30)大岡南小学校 

(31)大岡中学校 

３７，７７７ 

・泉、足高、木瀬川、北小林 

水源地 

・岡宮、北小林、柏葉尾、 

木瀬川、足高 1.2配水池 

第６ 

(11)第五小学校 

(15)県立沼津視覚特別支援学校 

(18)開北小学校 

(19)桐陽高等学校 

(20)誠恵高等学校 

(23)県立沼津東高等学校 

(25)飛龍高等学校 

(26)金岡小学校 

(27)沢田小学校 

(28)金岡中学校 

３８，９４４ 

・足高、沢田、双葉水源地 

・岡宮、東熊堂、西熊堂、 

沢田、足高 1.2配水池 
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第７ 

(39)静浦小中一貫学校 

(40)沼津市文化財センター 

(41)旧内浦小学校（校舎） 

(42)旧西浦小学校 

(43)長井崎小中一貫学校 

７，８２１ 

・内浦、河内、古宇、江梨 

水源地、 

・静浦、重須、河内、古宇、 

江梨配水池 

第８ 

(44)原小学校 

(45)原東小学校 

(46)原中学校 

(47)浮島小学校 

２０，２５７ 
・原、青野、井出、石川水源地 

・原、青野、井出、石川配水池 

第９ 
(37)大平小学校 

(38)大平中学校 
３，５３２ ・泉水源地 

第10 
(32)愛鷹小学校 

(33)愛鷹地区センター 
１５，１９９ 

・原、柳沢、青野水源地 

・原、柳沢、青野、椎路配水池 

第11 
(48)戸田Ｂ＆Ｇ海洋センター 

(49)戸田地区センター 
 ２，２７７ 

・第 ３ ． ５ 、 井 田 水 源 地 

・達磨橋第１・第２、御浜、柳 

 ヶ窪、烏ヶ原、舟山、井田 

 配水池 

( )内の数字は給水拠点図にある給水拠点の番号を示す 

 ※圏域内人口については、Ｒ６年４月１日現在の推計値 
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給 水 車 車 両 、 給 水 機 器 一 覧 表 
 

区分 種   別 容 量 台 数 保 管 場 所 応急給水活動の内容 

１ 移動給水車 

4,000ℓ  １台 双葉水源地 

・他のものよりも給水の機動性

が高いので、特別給水拠点を

優先し、給水活動を行う。 

3,000ℓ  １台 水道部庁舎 

2,000ℓ  １台 戸田浄化センター 

2,000ℓ  １台 双葉水源地 

２ 
給水タンク 

(アルミニュウム製) 

1,500ℓ  １台 双葉水源地 

・運搬車に積載、取水場所から

注水し、所定の給水拠点へ搬

送、配備されているキャンバ

ス水槽又は、住民個々の容器

へ給水を行う。 

1,000ℓ  25台 

岡宮配水池   6 

泉水源地    4 

双葉水源地   2 

足高第一配水池 2 

静浦配水池   2 

沢田配水池   2 

井出水源地   2 

柳沢水源地   1 

原配水池    2 

八重配水池   2 

３ 
車載用給水容器 

（ビニール製） 
1,000ℓ  １袋 水道部庁舎 

・運搬車に積載、取水場所から

注水し、所定の給水拠点へ搬

送、配備されているキャンバ

ス水槽又は、住民個々の容器

へ給水を行う。 

４ 給水袋 ６ℓ  17,200枚 水道部庁舎 
・必要とする給水拠点に搬送し

順次使用する。 

５ 
キャンバス水槽 

（蛇口ホース付） 
1,000ℓ  30槽 

水道部庁舎   1 

沢田配水池   1 

石川配水池   1 

一般給水拠点  27 

・一般給水拠点へ配備、拠点の

受水槽と住民への給水用とし

て、自主防災組織が中心とな

り活用する 

注) キャンバス水槽は一般給

水拠点に配置されている

「災害用器材格納庫」に配

備する。 
 

- 275 -



 
 

区分 種   別 容  量 台 数 保 管 場 所 応急給水活動の内容 

６ 
給水中継用キャン 

バス水槽 
7,000ℓ  ２槽 

水道部庁舎 

原配水池 

・自衛隊による海上船舶給水中

継地用として活用。 

７ 
水中モーターポン 

プ 

φ50 0.25㎥/分 ３台 
岡宮配水池(2) 
原配水池 

・各取水地等に配備、給水車、

給水タンク等への取水用とし

て使用。 

・情報連絡用無線装置及び照明

用予備電源として使用。 

φ50 0.2㎥/分 ３台 
八重配水池 
柳沢水源地 
静浦配水池 

φ50 0.16㎥/分 ２台 
北小林配水池 
椎路配水池 

φ50 0.13㎥/分 ７台 

双葉水源地 
足高第一配水池 
沢田配水池 
石川配水池 
井出水源地 
東熊堂ポンプ場 
西熊堂ポンプ場 

φ50 0.03㎥/分 ５台 

泉水源地 
沢田配水池 
柳沢水源地 
第３水源 
井田配水池 

８ 発電機 

100V 1.6KVA １台 泉水源地 

200V 5.5KVA ２台 岡宮配水池 2 

100V 1.5KVA １台 双葉水源地 

100V 0.9KVA 17台 

八重配水池 
足高第一配水池 
北小林配水池 
静浦配水池 
沢田配水池 
石川配水池 
椎路配水池 
井出水源地 
柳沢水源地 
東熊堂ポンプ場 
西熊堂ポンプ場 
第３水源 
柳ヶ窪配水池 
河内水源地 
江梨配水池 
古宇配水池 
井田配水池 

９ 携帯無線機  ８台 
水道部庁舎 2 

泉水源地   6 

・自動車常設無線のほか、情報

連絡用として使用。 

１０ カメラ デジタルカメラ １台 水道部庁舎 
・被害状況など記録撮影用とし

て使用。 
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上
 

水
 

道
 

施
 

設
 

一
 

覧
 

表
 

区
 
 
別
 

配
水
区
域
 

施
 
設
 
名
 

運
転
方
式
 

取
水
能
力
 

（
㎥
∕
日
）
 

井
 
戸
 
の
 
規
 
模
 

ポ
 
ン
 
プ
 
能
 
力
 

送
水
場
所
 

震
災
容
量
 

1
人

1
日
当

た
り

2
0
0
㍑

 
本
 
数
 

径
 

深
 

（
ｍ
）
 

口
 
径
 

（
㎜
）
 

出
 
力
 

（
K
W
）
 

揚
 
程
 

（
ｍ
）
 

揚
水
量
 

（
㎥
∕
分
）
 

台
数
 

用
途
 

水
 
           
源
 

東
 
部
 

中
 
部
 

内
 
浦
 

清
水
町
 

泉
水

源
地
 

（
湧
）
 

有
人
 

8
0
,
0
0
0
 

7
本
(
深
)
 

1
～
5
号
 

φ
3
0
0
 

6
･
7
号
 

φ
4
5
0
 

3
0
 
 
3
7
 
 

2
0
0
 

4
5
0
 

3
5
0
 

2
6
0
 

4
5
0
 

2
7
0
 

6
5
 

7
3
 

7
3
 

1
8
.
0
 

2
5
.
0
 

1
5
.
0
 

4
 
1
 
3
 

送
水
〃
 

〃
 

〃
 

岡
宮
・
中
瀬
・
八
重

配
水
池
、
 

大
岡
、
清
水
町
 

4
0
0
,
0
0
0
人
 

 

東
北
部
 

北
小
林
水
源
地
 

無
人
 

 
 
4
,
4
5
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

2
号
φ
4
0
0
 

1
7
5
 

2
5
0
 

1
5
0
 

1
2
5
 

9
0
 

4
5
 

8
0
 

9
0
 

4
.
0
 

1
.
8
 

1
 
1
 

取
水
 

〃
 

北
小
林
配
水
池
 

 
2
2
,
2
5
0
人
 

中
北
部
 

足
高

水
源

地
 

無
人
 

 
 
2
,
4
1
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

2
号
φ
2
0
0
 

 

2
5
0
 

1
6
0
 

 

1
2
5
 

8
0
 

1
5
0
 

4
5
 

1
8
.
5
 

3
0
 

1
2
0
 

1
2
0
 

6
0
 

1
.
5
 

0
.
6
3
 

2
.
0
 

1
 
1
 
2
 

取
水
 

〃
 

送
水
 

ポ
ン
プ
井
 

 
〃
 

足
高
第
二
配
水
池
 

 
1
2
,
0
5
0
人
 

沢
田

水
源

地
 

無
人
 

 
4
,
9
3
0
 

2
本
(
深
)
 

1
・
2
号
 

φ
3
5
0
 

2
5
0
 

2
5
0
 

1
5
0
 

1
5
0
 

3
7
 

4
5
 

6
5
 

6
5
 

2
.
3
8
 

3
.
0
 

1
 
1
 

取
水
 

〃
 

沢
田
配
水
池
 

 
2
4
,
6
5
0
人
 

 
西
北
部
 

 

柳
沢

水
源

地
 

無
人
 

 
6
,
8
2
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
0
0
 

2
号
φ
4
0
0
 

 

1
0
0
 

1
5
0
 

 

1
5
0
 

1
5
0
 
 

2
0
0
 

5
5
 

7
5
 

5
5
 

7
2
 

4
5
 

5
8
 

3
.
0
 

5
.
2
 

3
.
5
 

1
 
1
 
4
 

取
水
 

〃
 

送
水
 

ポ
ン
プ
井
 

 
〃
 

柳
沢
配
水
池
 

3
4
,
1
0
0
人
 

井
出

水
源

地
 

無
人
 

5
,
4
8
0
 

3
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
0
0
 

2
号
φ
3
0
0
 

3
号
φ
4
5
0
 

 

7
6
.
1
 

1
0
0
 

1
2
5
 

 

1
5
0
 

1
5
0
 

1
5
0
 

2
0
0
 

1
5
 

1
5
 

3
0
 

5
5
 

1
5
 

1
5
 

3
0
 

5
5
 

3
.
0
 

3
.
0
 

3
.
5
 

3
.
5
 

1
 
1
 
1
 

3
 

取
水
 

〃
 

〃
 

送
水
 

ポ
ン
プ
井
 

 
〃
 

〃
 

井
出
配
水
池
 

2
7
,
4
0
0
人
 

青
野

水
源

地
 

無
人
 

 
1
,
1
2
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
2
5
0
 

2
号
φ
3
5
0
 

 

1
5
0
 

2
1
0
 

 

8
0
 

1
2
5
 

6
5
 

3
.
7
 

4
5
 

1
1
 

1
5
 

8
0
 

7
0
 

0
.
7
5
 

2
.
0
 

0
.
6
 

1
 
1
 
2
 

取
水
 

〃
 

送
水
 

ポ
ン
プ
井
 

青
野
配
水
池
 

〃
 

 
5
,
6
0
0
人
 

石
川

水
源

地
 

無
人
 

 
2
,
8
7
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
0
0
 

2
号
φ
3
5
0
 

2
0
0
 

2
0
3
 

1
2
5
 

1
2
5
 

3
0
 

3
0
 

8
0
 

8
0
 

1
.
6
 

1
.
4
5
 

1
 
1
 

取
水
 

〃
 

石
川
配
水
池
 

 
1
4
,
3
5
0
人
 

西
南
部
 

原
水

源
地
 

無
人
 

 
5
,
1
4
0
 

2
本
(
深
)
 

1
･
2
号
 

φ
5
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

 

1
5
0
 

2
0
0
-
1
5
0
 

2
0
0
-
1
5
0
 

2
6
 

5
5
 

5
5
 

2
5
 

5
0
 

5
0
 

4
.
0
 

4
.
2
 

4
.
5
 

2
 
2
 
1
 

取
水
 

配
水
 

〃
 

原
配
水
池
 

直
送
 

〃
 

 
2
5
,
7
0
0
人
 

中
 
部
 

双
葉

水
源

地
 

無
人
 

 
3
,
5
0
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

 
2
5
0
 

 
1
5
0
 

1
5
0
 

2
6
 

3
0
 

3
4
 

4
0
 

3
.
0
 

2
.
5
 

1
 
2
 

取
水
 

配
水
 

ポ
ン
プ
井
 

直
送
 

1
7
,
5
0
0
人
 

大
岡
南
部
 

木
瀬
川
水
源
地
 

無
人
 

1
3
,
4
4
0
 

2
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

2
号
φ
3
5
0
 

  

8
0
 

9
0
 
  

2
5
0
 

2
0
0
 

1
5
0
 

2
5
0
 

2
2
 

1
5
 

7
5
 

1
4
0
 

1
0
 

1
0
 

6
0
 

6
0
 

8
.
0
 

5
.
0
 

4
.
0
 

8
.
0
 

1
 
1
 
3
 
1
 

取
水
 

〃
 

配
水
 

〃
 

木
瀬
川
配
水
池
 

〃
 

直
送
 

〃
 

6
7
,
2
0
0
人
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区
 
 
別
 

配
水
区
域
 

施
 
設
 
名
 

運
転
方
式
 

取
水
能
力
 

（
㎥
∕
日
）
 

井
 
戸
 
の
 
規
 
模
 

ポ
 
ン
 
プ
 
能
 
力
 

送
水
場
所
 

震
災
容
量
 

1
人

1
日
当
た

り
2
0
0
㍑

 
本
 
数
 

径
 

深
 

（
ｍ
）
 

口
 
径
 

（
㎜
）
 

出
 
力
 

（
K
W
）
 

揚
 
程
 

（
ｍ
）
 

揚
水
量
 

（
㎥
∕
分
）
 

台
数
 

用
途
 

水
 
         
源
 

内
浦
 

西
浦
 

河
内

水
源

地
 

無
人
 

 
 
1
,
6
9
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

～
φ
2
5
0
 

1
2
3
 

1
2
5
 

3
7
 

7
5
 

2
.
0
 

1
 

取
水
 

河
内
配
水
池
 

 
 
8
,
4
5
0
人
 

内
浦

水
源

地
 

無
人
 

 
 
4
2
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
5
0
 

6
1
 

1
0
0
 

3
0
 

1
3
0
 

1
.
0
 

1
 

取
水
 

重
須
第
一
配
水
池
 

(
第
二
配
水
池
)
 

 
 
2
,
1
0
0
人
 

古
宇

水
源

地
 

無
人
 

6
4
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
0
0
 

1
6
2
 

1
0
0
 

3
0
 

1
1
0
 

1
.
0
 

1
 

取
水
 

古
宇
配
水
池
 

 
3
,
2
0
0
人
 

江
梨

水
源

地
 

無
人
 

2
3
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
2
0
0
 

1
1
0
 

6
5
 

1
1
 

1
1
0
 

0
.
3
5
 

1
 

取
水
 

江
梨
配
水
池
 

 
1
,
1
5
0
人
 

戸
田
 

新
田
水
源
(
伏
)
 

無
人
 

1
8
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
新
田
配
水
池
 

 
 
9
0
0
人
 

第
1
水
源
(
湧
)
 

無
人
 

1
,
0
1
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
達
磨
橋
 

第
1
配
水
池
）

 
 
 
5
,
0
5
0
人
 

第
2
水
源
(
表
)
 

無
人
 

2
2
0
 

(
休
止
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
達
磨
橋
 

第
1
配
水
池
）

 
 

雉
ヶ
尾
水
源
(
湧
)
 

無
人
 

2
,
0
0
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
達
磨
橋
 

第
1
配
水
池

 
 
 
1
0
,
0
0
0
人
 

蓼
原
沢
水
源
(
表
)
 

無
人
 

2
5
0
 
 

(
休
止
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
達
磨
橋
 

第
1
配
水
池
）

 
 

第
3
水
源

 
無
人
 

1
,
2
0
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
2
0
0
 

6
0
 

1
0
0
 

6
5
 

5
.
5
 

1
1
 

2
0
 

8
0
 

1
.
1
 

0
.
5
 

1
 
2
 

取
水
 

配
水
 

ポ
ン
プ
井
 

直
送
 

 
 
6
,
0
0
0
人
 

第
4
水
源

 
無
人
 

6
7
0
 

(
休
止
)
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
2
5
0
 

5
7
 

1
0
0
 

2
6
 

8
5
 

1
.
0
 

1
 

取
水
 

直
送
 

 

第
5
水
源

 
無
人
 

2
,
6
2
0
 

1
本
(
深
)
 

1
号
φ
3
0
0
 

1
0
0
 

1
2
5
 

3
7
 

7
0
 

2
.
0
 

1
 

取
水
 

達
磨
橋
 

第
3
配
水
池

 
 
 
1
3
,
1
0
0
人
 

井
田
 
 

 

赤
ノ
田
水
源
(
表
)
 

無
人
 

1
5
4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
田
配
水
池
 

1
,
0
7
0
人
 

井
田
水
源
 

無
人
 

6
0
 

1
本
(
深
)
 

φ
2
0
0
 

1
5
2
.
5
 

6
5
 

7
.
5
 

7
5
 

0
.
2
8
 

1
 

取
水
 

ポ
 
 
ン
 
 
プ
 
 
場
 

東
北
部
 

柏
葉
尾
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

5
0
 

3
.
7
 

3
6
 

0
.
3
2
 

2
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 
3
0
㎥
 

中
北
部
 

岡
宮
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

1
5
0
 

7
5
 

9
8
 

2
.
6
 

2
 

送
水
 

足
高
第
一
配
水
池
 

 

西
熊
堂
 

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

1
2
5
 

3
0
 

6
8
 

1
.
3
3
 

2
 

送
水
 

西
熊
堂
配
水
池
 

受
水
槽
 

 
 
 
 
5
7
㎥
 

西
熊
堂
(
低
区
)
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
 

無
人
 

 
 

 
 

8
0
 

7
.
5
 

3
0
 

1
.
2
 

2
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 3
0
0
㎥
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東
熊
堂
 

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

1
5
0
 

4
5
 

7
8
.
5
 

2
.
0
 

2
 

送
水
 

東
熊
堂
配
水
池
 

受
水
槽
 1
4
4
㎥
 

ポ
 
  
ン
 
  
プ
 
  
場
 

中
北
部
 

西
沢
田
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

8
0
 

3
.
7
 

1
5
 

0
.
7
5
 

2
 

配
水
 

直
送
 

 

椎
路
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

1
0
0
 

1
8
.
5
 

6
0
 

1
.
0
 

2
 

送
水
 

椎
路
配
水
池
 

受
水
槽
 1
1
7
㎥
 

北
西
部
 

東
原
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ
 

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

8
0
 

7
.
5
 

4
0
 

0
.
5
 

2
 

送
水
 

東
原
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ
 

配
水
池
 

受
水
槽
 
2
0
㎥
 

荒
久
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

5
0
 

3
.
7
 

4
0
 

0
.
2
5
 

2
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 
3
0
㎥
 

中
 
 
部
 

香
貫
台
 

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

5
0
 

7
.
5
 

6
6
 

0
.
3
4
 

3
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 
9
0
㎥
 

徳
倉
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

4
0
 

4
.
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6
5
 

0
.
3
 

2
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 

3
㎥
 

南
 
部
 

静
浦
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

2
0
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7
0
 

5
.
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送
水
 

静
浦
配
水
池
 

ポ
ン
プ
井
 

2
0
0
㎥
 

口
野
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
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3
.
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2
9
 

0
.
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送
水
 

口
野
配
水
池
 

受
水
槽
 
1
0
㎥
 

内
浦
西
浦
 

三
津
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

5
0
 

5
.
5
 

4
5
 

0
.
2
5
 

2
 

送
水
 

三
津
配
水
池
 

受
水
槽
 

4
㎥
 

木
負
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
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7
.
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3
0
 

0
.
8
 

2
 

配
水
 

直
送
 

受
水
槽
 1
0
0
㎥
 

戸
 
田
 

御
浜
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
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無
人
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6
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3
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1
.
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0
.
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0
.
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揚
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柳
ヶ
窪
配
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池
 

御
浜
配
水
池
 

御
浜
 

加
圧
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
 

無
人
 

 
 

 
 

5
0
 

3
.
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4
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0
.
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配
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受
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5
㎥
 

柳
ヶ
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ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
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無
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1
1
 

2
4
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0
.
1
 

2
 

送
水
 

烏
ヶ
原
配
水
池
 

柳
ヶ

窪
配

水
池
 

  

- 279 -



 
（管路延長一覧表） 

区      分 
令 和 ５ 年 度 末 

総 延 長 

用 

 

 

 

 

 

 

 

 

途 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 

導 

水 

管 

５００㎜未満 ４，７８８ｍ 

小  計 ４，７８８ 

送 

 

水 

 

管 

５００㎜未満 

５００～１,０００㎜未満 

１,０００㎜以上 

２７，４８２ 

６，１２４ 

５，２３４ 

小  計 ３８，８４０ 

配 

 

 

 

 

 

 

水 

 

 

 

 

 

 

管 

５０㎜以下 

７５㎜ 

１００㎜ 

１２５㎜ 

１５０㎜ 

２００㎜ 

２５０㎜ 

３００㎜ 

３５０㎜ 

４００㎜ 

４５０㎜ 

５００㎜ 

６００㎜ 

７００㎜ 

８００㎜ 

９００㎜ 

１，０００㎜ 

１，２００㎜ 

１９０，１０３ 

３９，９４５ 

４３４，１４２ 

１７２ 

２０５，１３２ 

６３，４４７ 

２９，１２８ 

４１，４６４ 

５，７６４ 

１３，８７２ 

３４７ 

４，８８４ 

１，５７５ 

１，０４８ 

１，７６５ 

２０ 

７１３ 

１２ 

小  計 １，０３３，５３３ 

合     計 １，０７７，１６１ 

管 

 

 

 

種 

 

 

 

別 

鋳 鉄 管 

 

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 

 

鋼 管 

 

石 綿 セ メ ン ト 管 

 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 

 

ポ リ エ チ レ ン 管 

２７，４５２ 

（２．５％） 

７４４，９７０ 

（６９．２％） 

３５，５７９ 

（３.３％） 

６５８ 

（０.１％） 

２１８，６８７ 

（２０．３％） 

４９，８１５ 

（４.６％） 

 合     計 
１，０７７，１６１ 

（１００.０％） 
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水道部所有機械器具一覧表 
（水道部庁舎内） 

 

名      称 型       式 数 量 備  考 

鋳 鉄 管 切 断 機  φ１５０～φ  ２００ １台  

〃  φ２５０～φ  ４００ １台  

〃  φ４５０～φ  ６００ １台  

〃  φ６００～φ１，０００ １台  

パイプカッター（ｷｰﾙｶｯﾀｰ） φ ７５～φ  １５０ １台  

パイプカッター（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） ＥＣ７６００Ｓ 他 ３台  

コ ス モ 不 断 水 穿 孔 機  φ５０～φ ７５ ２台  

〃  ＣＯ２型 φ５０～φ２００ １台  

電 動 穿 孔 機 Ａ－２  φ１３～φ ５０ １台  

〃 ＰＭＳ 他 φ２５～φ ５０ ２台  

パ イ プ ね じ 切 機  ＲＥＸ １５０Ａ φ７５～φ１５０ １台 
 
 

〃  ＲＥＸ Ｎ５０Ａ φ１３～φ ５０ １台  

エ ン ジ ン 排 水 ポ ン プ  ＴＳＰ－８０Ｎ 他 ３台  

水 中 ポ ン プ  φ５０ ５台  

エ ン ジ ン 発 電 機  ＳＧＩ－２５Ｓ 他 ２台  

〃  ＩＥＧ－５５００Ｍ ２台  

コ ン プ レ ッ サ －  ＤＩＳ－５５ＬＢ 他 ２台  

バイブレ－ションプレ－ト  ＭＶＣ－Ｆ６０Ｈ １台  

ダ ン ピ ン グ ラ ン マ －  ＭＴ－５５Ｈ－ＳＳ ２台  

漏 水 探 知 機 フ ジ 

ＦＳＢ－８Ｄ ５台  

 ＨＧ－１０ＡⅡ ４台  

ＨＧ－１０ １台  

鉄 管 探 知 機 フ ジ  ＰＬ－８０１ＧＸⅡ ２台  

金 属 探 知 機  Ｆ－９０  他 ２台  

自 記 録 水 圧 測 定 器 ＤＳＬ－Ｈ－２１ ３台  

ＬＥＤバルーン投光機 ＬＢ０３０ＣＣ－１ ２台  
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水 道 部 所 有 車 両 一 覧 表 
無線車：２６台  放送車：１５台 

車両番号 車   名 無線№ 
放送設備 

有  無 

配 備 用 途 
備 考 

復旧班 給水班 

１ 三菱（ランサーカーゴ） １ 有 ○  小貨物 

２ いすゞ（エルフ） １０ 有 ○  普トラ 

３ 三菱（ミニキャブ） １８  ○  軽トラ 

６ 三菱（キャンター） １１ 有 ○  普トラ 

７ スズキ（キャリィ） １５ 有 ○  軽トラ 

８ 三菱（ミニキャブ） ２２   ○ 軽貨物 

９ スズキ（エブリィ） ９ 有 ○  軽貨物 

１０ スズキ（エブリィ）    ○ 軽貨物 

１１ スズキ（エブリィ）    ○ 軽貨物 

１２ スズキ（エブリィ） １２  ○  軽貨物 

１３ スズキ（エブリィ） １３ 有 ○  軽貨物 

１５ スズキ（エブリィ） １９   ○ 軽貨物 

１６ スズキ（エブリィ） ８ 有 ○  軽貨物 

１７ 三菱（ランサーカーゴ） ２５ 有 ○  小貨物 

１８ スズキ（エブリィ）    ○ 軽貨物 

１９ スズキ（エブリィ） １４ 有 ○  軽貨物 

２０ マツダ（キャブオール2t）    ○ 給水車 

２１ スズキ（エブリィ） ２３   ○ 軽貨物 

２２ スズキ（エブリィ） １６ 有 ○  軽貨物 

２３ スズキ（ダンプ） ７ 有 ○  軽ダンプ 

２４ いすゞ（エルフ3t） ３   ○ 給水車 

２５ スズキ（エブリィ） ５  ○  軽貨物 

２６ 日野（デュトロ） ２７  ○  小ダンプ 

２７ スズキ（エブリィ） ２１ 有  ○ 軽貨物 

２８ トヨタ（プリウス）    ○ 乗用車 

２９ 日産（バネットバン） ２０  ○  小貨物 

３０ 三菱（ミニキャブ）  有 ○  軽トラ 

３１ スズキ（エブリィ） ２６  ○  軽貨物 

３２ 三菱（キャンターダンプ） ６  ○  小ダンプ 

３４ いすゞ（エルフ） ２４  ○  普トラ 

３６ スズキ（エブリィ）  有 ○  軽貨物 

３７ いすゞ（エルフ2ｔ） １７ 有  ○ 給水車 

３８ 日野4ｔ ３０   ○ 給水車 

計 ２６ １５    

小ダンプ：２台 普トラック：３台 小貨物：３台 軽貨物：１６台 軽トラック：３台  

給水車：４台  乗用車：１台 軽ダンプ：１台 計：３３台 
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24 千 本 港 町 8 岡 宮 32 小 屋 敷

25 中 瀬 町 9 山 王 台 33 岡 宮

1 江 原 町 26 吉 田 町 10 木 の 宮 34 日 吉 長 者 町

2 中 石 田 27 外 原 35 蛇 松 町

3 白 銀 町 28 八 重 36 荒 久

4 浅 間 町 29 馬 場 37 西 熊 堂

5 緑 町 30 内 浦 重 須 1 柿 原

6 槙 島 町 31 稲 荷 町 2 島 郷

7 藤 井 原 32 志 下 3 南 条 寺

33 大 平 山 口 4 花 園 町 1 下 河 原

34 大 平 御 前 帰 5 共 栄 町 2 我 入 道 林 町

35 三 園 町 6 岡 一 色 3 真 砂 町

36 下 石 田 7 赤 坂 4 今 沢

37 新 沢 田 8 岡 宮 5 西 添 町

1 東 原 ﾆ ｭ ｰ ﾀ ｳ ﾝ 38 今 沢 団 地 9 多 比 6 東 原

2 東 原 39 沼 北 町 10 大 岡 伝 馬 町 7 松 沢 町

3 赤 坂 40 原 西 町 11 吉 田 町 8 庄 栄 町

4 東 椎 路 41 一 本 松 12 高 田 9 東 熊 堂

5 西 沢 田 42 桃 里 13 南 小 林 10 本 田 町

6 中 沢 田 43 東 熊 堂 14 西 椎 路 11 高 尾 台

7 長 塚 町 44 岡 宮 15 柳 沢

8 南 小 林 45 南 小 林 16 東 間 門

9 西 間 門 46 大 平 池 田 17 志 下

10 上 石 田 47 三 園 、 玉 江 18 馬 込 1 富 士 町

11 沼 北 町 48 三 貫 地 19 大 諏 訪 2 松 長

12 五 月 町 49 西 沢 田 20 植 田 3 市 場 町

13 北 高 島 町 50 塩 満 21 六 軒 町 4 宮 原 町

14 造 り 道 22 西 井 出 5 丸 子 町

15 米 山 町 23 東 井 出 6 宮 脇

16 内 浦 三 津 24 志 多 町 7 島 郷

17 高 島 町 1 駿 河 台 25 石 川 8 中 瀬

18 木 瀬 川 2 東 椎 路 26 玉 江 町 9 西 熊 堂

19 富 士 見 町 3 高 島 町 27 本 郷 町 10 東 桃 郷

20 松 長 4 北 高 島 町 28 自 由 ヶ 丘 11 双 葉 町

21 小 諏 訪 5 西 間 門 29 東 椎 路 12 東 椎 路

22 高 田 町 6 高 沢 町 30 東 熊 堂 13 南 条 寺

23 牛 臥 7 緑 ヶ 丘 31 大 岡 駅 前 町 14 原 西 町

耐震貯水槽設置場所一覧表

昭和５３年度　 40 t

昭和５４年度　100 t

昭和５４年度　 40 t

昭和５２年度  100 t 

昭和５２年度　 40 t

昭和５３年度　100 t
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15 鳥 谷 11 石 原 2 下 石 田 3 北 今 沢

16 岡 宮 12 下 障 子 3 小 諏 訪

17 西 島 13 杉 崎 町

18 下 石 田 14 西 沢 田

19 下 石 田 15 荒 久 1 大 平

20 原 東 町 16 大 平 大 井 1 東 椎 路 2 駿 河 台

21 西 沢 田 17 内 浦 小 海 2 島 郷 3 木 瀬 川

22 平 沼 18 西 沢 田 3 原 町 中

23 根 古 屋 19 大 諏 訪

24 青 野 20 江 浦

25 志 下 21 松 長 1 内 浦 三 津

26 千 本 緑 町 22 松 長 1 松 長 2 宮 前 町

27 西 浦 久 連 2 岡 一 色

28 西 浦 古 宇 3 中 原

29 大 平 、 戸 ヶ 谷 昭和６２年度　 100 t

30 内 浦 重 寺 1 足 高 拓 南 1 岡 一 色 1 泉 町

31 西 村 2 木 瀬 川 昭和６２年度　 40 t 2 花 園 町

32 筒 井 町 3 岡 一 色 1 木 の 宮

33 門 池 町 2 香 貫 山

34 北 小 林

35 北 小 林 1 平 沼

36 上 石 田 1 幸 町 2 上 土 町

37 中 沢 田 2 吉 田 町 1 沢 田

38 五 月 町 3 大 平 横 代 2 下 河 原

39 新 沢 田

40 寿 町 1 原 一 本 松

2 千 本

1 我 入 道 公 園 1 大 塚 3 三 枚 橋

2 末 広 町 4 市 場 町

1 西 浦 足 保

2 西 浦 立 保

3 西 浦 久 料 1 口 野

4 西 椎 路 2 大 塚 1 足 高 宮 本 1 原 新 田

5 西 浦 江 梨 3 本 田 町 2 大 平 小 山 2 原 東 町 一 区

6 西 浦 木 負 4 小 屋 敷 3 獅 子 浜

7 西 浦 平 沢 4 北 今 沢

8 東 名 町

9 内 浦 長 浜 1 沼 北 町

10 島 郷 1 大 平 2 木 瀬 川

平成８年度　　 40 t

平成９年度　　 40 t

昭和５８年度　 40 t

昭和５９年度　 40 t

平成元年度　　 40 t

昭和５５年度　 40 t

平成４年度　　 40 t

平成５年度　　 40 t

平成６年度　　 40 t

平成７年度　　 40 t

昭和６０年度　 40 t

昭和６１年度　 40 t

平成２年度　　 40 t

平成３年度　　 40 t

昭和５６年度　 40 t

昭和５７年度　 40 t

昭和５８年度　100 t

昭和６３年度　 40 t
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1 神 田 町 1 西 条 町 1 新 田 1 宮 本

2 原 大 塚 2 米 山 町 2 中 上 2 上 野

3 平 沼 3 平 戸

4 重 須 4 大 門

5 鬼 川

6 小 中 島 1 大 平 鴻 鳥

7 大 中 島

1 本 郷 町 1 常 盤 町 8 入 浜

2 大 岡 豆 生 田 2 松 沢 町 9 御 浜

3 木 瀬 川 10 井 田 1 八 重 坂

4 陽 光 台 11 井 田 2 下 香 貫 猪 沼

12 舟 山

13 舟 山

14 舟 山

1 岡 宮 1 東 沢 田 1 西 浦 平 沢

2 大 岡 駅 前 町

3 大 岡 中 石 田 1 上 野

4 志 下

1 駿 河 台

2 大 岡 上 西 耕 地

1 小 諏 訪 1 西 浦 久 連 1 西 浦 河 内

2 大 岡

3 江 原 町 1 中 沢 田

4 千 本

1 東 椎 路

1 大 岡 1 大 平 梨 ノ 木 1

2 岡 宮 2 今 沢 2 岡 宮

3 大 岡 南 小 林

1 西 椎 路

1 大 諏 訪 1 戸 田 平 戸 1 岡 宮

2 高 尾 台 2 岡 宮

1 御 幸 町

1 丸 子 町

1 今 沢

平成２６年度　40ｔ

平成１７年度
戸田合併による耐震貯水　 40 t

平成１７年度
戸田合併による耐震貯水　 60 t
（飲料水用循環式）

平成１３年度　 40 t

平成１４年度　 40 t

平成２０年度　 40 t

平成１９年度　 40 t平成１２年度　 40 t

平成１６年度　 40 t

平成１５年度　 40 t

平成１０年度　 40 t

平成１１年度　 40 t

平成１７年度　 40 t

平成１８年度　 40 t

平成２５年度　40ｔ

平成２３年度　　40ｔ

平成２４年度　40ｔ

　市　　　　　道　

平成２２年度　40t

平成２１年度　 40 t

平成２７年度　40ｔ

令和５年度　40ｔ

令和２年度　40ｔ

平成３０年度　40ｔ

令和元年度　40ｔ

平成２８年度　40ｔ

平成２９年度　40ｔ

令和４年度　40ｔ

令和３年度　40ｔ
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応
急

給
水

活
動

表
 

（
給

水
車

及
び

可
搬

式
給

水
タ

ン
ク

等
の

配
備

）
 

 

区
 
分
 

種
 
 
 
 
別
 

容
 
 
 
量
 

台
 
数
 

保
 
 
管
 
 
場
 
 
所
 

応
 
急
 
給
 
水
 
活
 
動
 
の
 
内
 
容
 

１
 

移
動

給
水

車
 

４
，
０
０
０
ℓ
 

１
台
 

双
 
 
葉
 
 
水
 
 
源
 
 
地
 

○
 

他
の

も
の

よ
り

も
給

水
の

機
動

性
が

高
い

の
で

、
特

別
給
水
拠
点
を
優
先
し
、
給
水
活
動
を
行
う
。
 

３
，
０
０
０
ℓ
 

１
台
 

水
 
 
道
 
 
部
 
 
庁
 
 
舎
 

２
，
０
０
０
ℓ
 

１
台
 

戸
田

浄
化

セ
ン

タ
ー
 

２
，
０
０
０
ℓ
 

１
台
 

双
 
 
葉
 
 
水
 
 
源
 
 
地
 

２
 

給
水

タ
ン

ク
 

（
ア

ル
ミ

ニ
ュ

ウ
ム

製
）
 

１
，
０
０
０
ℓ
 

２
５
台
 

岡
宮
配
水
池
 
６
 
沢
田
配
水
池
 
２
 

泉
 
水
源
地
 
４
 
井
出
水
源
地
 
２
 

双
葉
水
源
地
 
２
 
柳
沢
水
源
地
 
１
 

静
浦
配
水
池
 
２
 
 
原
配
水
池
 
２
 

足
高
第
１
配
水
池
２
 

八
重
配
水
池
 
２
 

○
 

運
搬

車
に

積
載

、
取

水
場

所
か

ら
注

水
し

、
所

定
の

給
水

拠
点

へ
搬

送
、

配
備

さ
れ

て
い

る
キ

ャ
ン

バ
ス

水
槽
又
は
住
民
個
々
の
容
器
へ
給
水
を
行
う
。
 

１
，
５
０
０
ℓ
 

１
台
 

双
 
 
葉
 
 
水
 
 
源
 
 
地
 

３
 

車
載

用
給

水
容

器
 

（
ビ

ニ
ー

ル
製

）
 
１
，
０
０
０
ℓ
 

１
袋
 

水
 
 
道
 
 
部
 
 
庁
 
 
舎
 

○
 

運
搬

車
に

積
載

、
取

水
場

所
か

ら
注

水
し

、
所

定
の

給
水
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点
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、
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ス

水
槽
又
は
住
民
個
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の
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う
。
 

４
 

給
水

袋
 

６
ℓ
 
17
,2
00
枚
 

水
 
 
道
 
 
部
 
 
庁
 
 
舎
 

〇
 
必
要
と
す
る
給
水
拠
点
へ
搬
送
し
、
順
次
使
用
 

  
 
す
る
。
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№ 水源地名 取水量（㎥／日） № 水源地名 取水量（㎥／日）

1 泉 水 源 地 ８０,０００ 13 河 内 水 源 地 １,６９０

2 双 葉 水 源 地 ３,５００ 14 古 宇 水 源 地 ６４０

3 柳 沢 水 源 地 ６,８２０ 15 江 梨 水 源 地 ２３０

4 井 出 水 源 地 ５,４８０ 16 雉 ヶ 尾 水 源 ２,０００

5 原 水 源 地 ５,１４０ 17 新 田 水 源 １８０

6 石 川 水 源 地 ２,８７０ 18 戸 田 第 １ 水 源 １,０１０

7 沢 田 水 源 地 ４,９３０ 19 戸 田 第 ３ 水 源 １,２００

8 北 小 林 水 源 地 ４,４５０ 20 戸 田 第 ５ 水 源 ２,６２０

9 足 高 水 源 地 ２,４１０ 21 井 田 水 源 地 ６０

10 青 野 水 源 地 １,１２０ 22 赤 ノ 田 水 源 地 １５４

11 木 瀬 川 水 源 地 １３,４４０

12 内 浦 水 源 地 ４２０ １４０,３６４

№ 配水池名 貯水量　（㎥） № 配水池名 貯水量　（㎥）

1 八 重 配 水 池 ９,８００ 20 東原ﾆｭｰﾀｳﾝ配水池 １２０

2 中 瀬 配 水 池 ３,３００ 21 柏 葉 尾 配 水 池 ２５０

3 岡 宮 配 水 池 ２１,０００ 22 口 野 配 水 池 ５０

4 足高第一配 水池 ２,５００ 23 三 津 配 水 池 １５０

5 足高第二配 水池 １,５００ 24 木 負 配 水 池 ２００

6 椎 路 配 水 池 ５００ 25 古 宇 配 水 池 ５２５

7 北 小 林 配 水 池 ２,６００ 26 江 梨 配 水 池 ３００

8 柳 沢 配 水 池 ３,０００ 27 新 田 配 水 池 ３２

9 井 出 配 水 池 ２,４００ 28 達磨橋第１配水池 ３７５

10 石 川 配 水 池 １,０００ 29 達磨橋第２配水池 １,０００

11 原 配 水 池 ３,０００ 30 達磨橋第３配水池 １,０００

12 沢 田 配 水 池 １,０００ 31 御 浜 配 水 池 １００

13 東 熊 堂 配 水 池 １,０６０ 32 柳 ヶ 窪 配 水 池 ５００

14 西 熊 堂 配 水 池 ３００ 33 烏 ヶ 原 配 水 池 １００

15 木 瀬 川 配 水 池 １,８００ 34 舟 山 配 水 池 ６３

16 静 浦 配 水 池 ２,０００ 35 井 田 配 水 池 ８６

17 内浦重須配 水池 ８５０

18 河 内 配 水 池 １,０００

19 青 野 配 水 池 １,５００ ６４,９６１計

計

応　急　給　水　水　源　一　覧　表

(水　源　地　取　水　量)

(配　水　池　貯　水　量)
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ろ水器配置先一覧表

避難地名 圏域内人口(人) ろ水器数
1 第一小学校 4,797 1
2 中央公園 596 1
3 第一中学校 2,734 1
4 浅間神社（浅間公園） 989 1
5 沼津西高校 6,037 1
6 第二中学校 2,158 2
7 第三中学校 8,440 1
8 沼津工業高校 2,462 2
9 香貫小学校 4,929 1
10 沼津市総合体育館 5,249 2
11 第四小学校 4,191 1
12 山王公園 3,151 1
13 市立高校・中等部 1,188 1
14 第五中学校 1,929 1
15 加藤学園高校 1,027 2
16 第五小学校 2,891 1
17 開北小学校 6,469 1
18 駿河グラウンド 3,858 2
19 門池小学校 3,957 1
20 門池中学校 1,722 1
21 沼津工業高等専門学校 4,303 1
22 沼津東高校 4,010 1
23 飛龍高校 644 1
24 金岡中学校 4,577 2
25 金岡小学校 5,430 2
26 沢田小学校 6,042 2
27 駿河台公園 2,159 2
28 豊町公園 2,191 1
29 大岡小学校 4,732 1
30 大岡南小学校 12,147 2
31 大岡中学校 2,837 1
32 愛鷹地区センター 8,715 1
33 西部市民運動場 6,484 1
34 片浜小学校 4,289 1
35 片浜中学校 4,617 1
36 今沢小学校 6,121 2
37 大平小学校 1,810 1
38 大平中学校 1,722 1
39 沼津市文化財センター 2,749 1
40 南部浄化センター 2,163 1
41 旧内浦小学校（上グラウンド） 967 1
42 旧西浦小学校 992 1
43 原小学校 8,100 2
44 原東小学校 5,538 1
45 原中学校 3,429 1
46 浮島小学校 3,190 1
47 我入道コミュニティ防災センター 1,133 1
48 我入道公園 2,180 1
49 長井崎小中一貫学校 950 1
50 B＆G海洋センター 726 1
51 井田コミュニティ 50 1
52 舟山ふれあい広場 45 1
53 県立沼津視覚特別支援学校 673 1

54 県立沼津聴覚特別支援学校 784 1
※圏域内人口についてはR6年4月1日
現在の推計値
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応 急 復 旧 用 資 機 材 備 蓄 一 覧 表 
（単位 本） 

保管場所 

資材名 

双葉水源地 山ケ下資材置場 水道部倉庫 高沢備蓄倉庫 

口 径 Ｋ 形 ＮＳ形 口 径 Ｋ 形 ＮＳ形 口 径 Ｋ 形 ＮＳ形 口 径 Ｋ 形 ＮＳ形 

ダクタイル 

鋳 鉄 管 

   φ 75 
φ 100 
φ 150 
φ 250 
φ 300 
φ 400 
φ 500 
φ 600 
φ 700 
φ 800 
φ1000 

15 
4 
13 
7 
7 
2 
1 
1 
1 
1 
1 

 
 
4 
 
 

 
 
 
 
 
 

      

特 殊 押 輪 

φ 75 
φ 100 
φ 125 
φ 150 
φ 200 
φ 250 
φ 300 
φ 350 
φ 400 

  1 
10 
27 
4 
13 
2 
6 
18 
14 

          

曲 管 

φ 75 
φ 100 
φ 150 
φ 200 
φ 250 
φ 300 

8 
20 
16 
23 
6 
14 

 
6 
2 
 
 

 

         

継 輪 

φ 75 
φ 100 
φ 150 
φ 200 
φ 250 
φ 300 
φ 350 

1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
1 
2 
 
 
 

 

φ 500 
φ 800 
φ 1000 

1 
2 
2 

       

短 管 １ 号 

φ  75 
φ 100 
φ 150 
φ 200 
φ 250 
φ 300 
φ 400 

2 
2 
1 
1 
1 
2 
2 

          

短 管 ２ 号 

φ 75 
φ 150 
φ 250 
φ 300 

2 
2 
1 
2 

 
 
 
 

         

仕 切 弁 

φ 150 
φ 200 
φ 250 
φ 300 

1 
1 
1 
1 
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保管場所 

資材名 

双 葉 水 源 地  山 ケ 下 資 材 置 場  水 道 部 倉 庫  高 沢 備 蓄 倉 庫  

口 径  口 径  口 径  口 径  

ビ ニ － ル 

ライニング管 

 φ 20 
 φ 30 
 φ 50 
 φ 65 
 φ 100 
 φ 150 

5 
8 
1 
2 
2 
1 

      

ＨＩビニ-ルソケット      φ 16 
 φ 20 
 φ 25 
 φ 30 
 φ 40 
 φ 50 
 φ 75 
 φ 100 
 φ 150 

49 
26 
42 
17 
34 
37 
11 
6 
5 

  

フクロジョイント φ 100 
 φ 150 

2 
2 

  φ  40 
φ  50 
φ  75 
φ 100 
φ 150 
φ 300 

9 
8 
10 
6 
3 
1 

φ  75 
φ 100 
φ 125 
φ 150 
φ 200 
 

2 
2 
2 
7 
2 
 

ドレッサ-ジョイント     φ 75 
 φ 100 
 φ 125 
 φ 150 

29 
22 
16 
29 

φ  75 
φ 100 
φ 150 

29 
70 
68 

離 脱 防 止 付 

ジ ョ イ ン ト 

     φ 75 
 φ 100 
 φ 150 
 φ 200 

10 
7 
10 
1 

φ   50 
φ   75 
φ 100 
φ 150 

5 
10 
5 
10 

三割ジョイント    φ  75 
 φ 100 
 φ 125 
 φ 150 
 φ 200
φ 250 
 φ 300 
 φ 350 
 φ 450 

4 
9 
3 
3 
2 
2 
1 
1 
1 

φ 50 
φ 75 
φ 100 
φ 125 
φ 150 
φ 200 
φ 300 
φ 350 
φ 400 
φ 500 
φ 600 

 4 
8 
13 
4 
9 
4 
2 
2 
1 
1 
1 
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水道資材調達予定業者（市内） 
 

業  者  名 所  在  地 電 話 番 号 

ヌ マ カ ン ㈱  沼津市花園町７－10  055-922-5517 

 

 
 

水道資材調達予定業者（市外） 

 
 

 

 

 

業 者 名 所  在  地 電 話 番 号 

三 絛 機 材 ㈱  東京都世田谷区玉川台２-３-18 03-3700-4111 

一 色 機 材 ㈱ 沼 津 営 業 所  駿東郡清水町卸団地50  055-971-0601 

三 共 鋼 材 ㈱  駿東郡清水町伏見384  055-971-8877 

㈱ 村 松 商 店 東 部 支 店  裾野市伊豆島田723-1  055-992-4801 
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店名

㈱井戸松 末広町　116 962-1306

㈲千本設備工業所 常盤町　3-12-3 963-4487

沼津設備工業㈱ 大手町　4-2-7 962-2988

㈲市川設備工業所 東間門　2-2-4 963-4690

セントラル工事機器 西間門　584-1 963-0953

㈱植松設備工業 下香貫　牛臥　3044 931-2476

野口工務店 我入道　江川町　13-1 932-7985

㈲野口設備工業 下香貫　下障子　3198 931-1967

㈲芹沢工業 我入道　浜町　342-3 932-6197

㈲香陵興業 西島町　3-24 932-8257

㈱スリーエス 下香貫　塚田　2233-1 933-7566

㈲青木設備工業所 下香貫　八重　30-3 931-5471

㈱レイダン 下香貫　藤井原　1651-1 931-2947

㈲鈴木水道工業所 本郷町　35-16 931-4688

小林設備工業所 内浦小海　91-26 943-2840

渡正配管工業㈱ 多比　154-1 939-1338

㈲ヘダ設備工業部 戸田　1087-2 0558-94-2120

㈱鴻工業所 大諏訪　515-2 921-9060

㈲鈴木工事店 東椎路　1313-3 929-6337

㈲守屋工業所 沢田　232-1 921-8786

伊藤設備工業所 原町中　1-11-8　 966-8120

㈱進興 原　252-5 966-0678

㈲駿河設備工業所 原　376-3 966-0093

㈲山全 柳沢　207-4 967-7811

㈱ＦＵＪＩＮ　ＰＲＯＴＥＣ 松長　786 955-9000

エイショウ㈱ 若葉町　3-46 921-6606

㈲大木設備工業 寿町　14-22 921-9101

㈱ＳＡＮＫＩ 筒井町　17-2 922-9804

永光エンジニアリング㈱ 西沢田　310-1 925-1800

(株)大志建設 西沢田　850-8 923-1128

東工業㈱ 大岡　2286-3 921-1796

㈱大石設備 大岡　525-7 962-7216

㈲松栄設備工業所 大岡　2700-17 921-2182

日管㈱　沼津支店 東熊堂　468-21 050-9012-2064

㈱リブテック 足高　319-116 939-6010

㈱丸峯商会 米山町　10-30 921-2334

㈱トーブ 宮前町　10-4 921-5253

㈲古木設備工業所 大平　1875 931-2717

大津設備工業㈱ 大平　2874-158 931-0796

柴田設備 大平　2277-55 932-2115

㈲佐野工業所 清水町　伏見　14-2 975-4296

㈲谷設備 清水町　徳倉　1103-3 932-5214

沼津市指定給水工事店連絡班編成表

沼津市指定給水工事店協同組合

班別 地区
工事店名

所在地

1
第一、二
中学校区
（５社）

2
第三、第四西

中学校区
（６社）

3

第三、第四東、
静浦、長井崎

中学校区
（６社）

7
大平、清水町

中学校区
（５社）

4
片浜、今沢、愛鷹

原、浮島　中学校区
（８社）

5
第五、金岡中学校区

（５社）

6
大岡、門池中学校区

（７社）
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水道施設の現況と被害想定 

 

① 泉水源地関係 

ア 取 水…本市の配水量の約２／３を泉水源地から取水している。 

この水源地は洪積世末期、富士火山の噴火により、箱根火山と愛鷹火山の裾

合谷を空隙率の高い溶岩流が流下し、その中を水脈となって流下した地下水

が湧出しているもので、過去の大地震によっても湧出量、水質の変化がほと

んど記録に残されていない。また、学識経験者の意見でも心配はない模様で

ある。しかし、湧水池については、石積の崩壊、原水の濁りが一時的に発生

するものと思われる。 

イ 送 水 管…岡宮配水池、中瀬配水池及び八重配水池に送水する管路の一部に狩野川、鉄

道、国道等の横断箇所があり、その被害は避けられないと考えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、各配管継手部の破損が

考えられる。しかし、薬剤流失防止堤が設置されているので、次亜塩素酸ソ

ーダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)については、配管の継手部分の折損等の軽微な被害と

思われる。 

電気関係については、比較的安全と思われる。 

オ 配 水 池…岡宮、八重配水池については、耐震補強工事実施済みのため、躯体そのもの

が崩壊することはないと思われる。また、岡宮、中瀬、八重の各配水池には、

流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してあるが、中瀬配水池

の流出入管は老巧化のため、一部被害が考えられる。 

② 柳沢水源地関係 

ア 取 水…当地区は、泥、砂礫からなる地盤である。深井戸２井より取水しているが、

さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微粒砂が噴出

し濁りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸２号井から水源までに布設してある管路は、地盤が軟弱なため、部分

的に継手の離脱が考えられる。 

ウ 送 水 管…水源地から配水池まで布設してある管路は、急傾斜地のため、山くずれが生

じた場合は被害が考えられる。 

エ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止堤が設置されているので、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

オ 機械電気設備…機械関係（ポンプ）電気関係の設備は令和３年度に更新しており、被害

はともに軽微と考えられる。 

また、停電時には自家用発電機を設置しているため、揚水及び加圧送水が可

能である。 

カ 配 水 池…愛鷹ローム層からなる地盤上にあるが、躯体そのものが崩壊することはない

と思われる。しかし、外構部分のブロック積みに一部崩壊が考えられる。な

お、流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

③ 井出水源地関係 

ア 取 水…砂礫層からなる地層のため、比較的軟弱な地盤である。深井戸３井から取水
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しているが、さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に

微粒砂が噴出し、濁りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸１号、２号井は水源地構内にあり、管路の延長も短いことから、被害

も軽微と考えられるが、深井戸３号井から水源地まで布設してある管路は長

く、軟弱地盤のため部分的に継手部の被害が考えられる。 

ウ 送 水 管…水源地から配水池まで布設してある管路は、急傾斜地のため、山くずれが生

じた場合は被害が考えられる。 

エ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止堤を設置しているため、次亜塩素酸ソーダ

による被害はないと思われる。 

オ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)の被害は軽微と思われる。電気設備は平成 23 年度に更

新しており、被害は軽微と思われる。 

カ 配 水 池…砂礫層からなる地盤上にあるが、躯体そのものが崩壊することはないと思わ

れる。しかし、外溝部分のブロック積みに一部崩壊が考えられる。なお、流

出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

④ 原水源地関係 

ア 取 水…泥質地盤を主体とした軟弱な地帯である。深井戸２井より取水しているが、

さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に濁りが発生す

ることが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸１号、２号井から配水池まで布設してある管路は埋立地であることか

ら、継手部分での被害が考えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止堤を設置しているため、次亜塩素酸ソーダ

による被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係（ポンプ）については、可とう伸縮管を設置しており、配管継

手部分の折損等は軽微な被害と思われる。また電気関係においても若干の被

害が生じるおそれがある。しかし、自家用発電機を設置しているため、停電

時においても、配水池からの加圧送水は可能である。 

オ 配 水 池…軟弱地帯である地盤上にあるが、PC 構造であり、令和３年度に耐震補強工事

済みのため躯体そのものが崩壊することはないと思われる。しかし、外溝部

分のブロック積みに一部崩壊が考えられる。なお、流出管部分に地震計をセ

ットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑤ 北小林水源地関係 

ア 取 水…火山砂礫が主体の地質である。深井戸から取水しているが、さく井管が崩壊

することはないと思われる。しかし、一時的に濁りが発生することが考えら

れる。                       

イ 導 水 管  

   送 水 管…深井戸１号井は、水源井戸から直接配水池に揚水され、延長も短いため被

害は軽微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止堤を設置しているため、次亜塩素酸ソーダ

による被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり、一体構造のため被害は軽微と思われる。 
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オ 配 水 池…愛鷹ローム層からなる地盤上にあるが、耐震構造となっているので躯体その

ものが崩壊することはないと思われる。また、流出管部分に地震計をセット

した緊急遮断弁を設置してある。 

⑥ 石川水源地関係 

ア 取 水…砂礫層からなる地層のため、比較的軟弱な地盤である。深井戸から取水して

いるが、さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に濁り

が発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸１号、２号井とも水源地から配水池まで布設してある管路は、延長も

長いことから、部分的に継手部の被害が考えられる。 

ウ 滅 菌装 置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり一体構造のため、被害は軽微と考えられる。 

オ 配 水 池…平成 18 年度、19 年度に耐震補強工事を実施し、流出管部分に地震計をセッ

トした緊急遮断弁を設置してある。外溝部分のブロック積みに一部崩壊が考

えられる。 

⑦ 沢田水源地関係 

ア 取 水…愛鷹ローム、砂礫からなる地層である。深井戸２井より取水しているが、さ

く井管が崩壊することはないと思われる。一時的に微粒砂が噴出し濁りが発

生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸 1 号井から配水池まで布設してある管路は延長も長いことから部分

的に継手部の被害が考えられる。 

深井戸 2 号井は、水源井戸から直接配水池に揚水している施設であるので、

被害は軽微と考えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ）については、配管継手部分の折損等の軽微な被害と

思われ、電気関係についても若干の被害が生じるおそれがあると考えられ

る。しかし、自家用発電機を設置しているため、停電時においても揚水が

可能である。 

オ 配 水 池…愛鷹ローム層からなる地盤上にあるが、躯体そのものが崩壊することはない

と思われる。また、流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置して

ある。 

⑧ 双葉水源地関係 

ア 取 水…砂礫層からなる地層である。深井戸から取水しているが、さく井管が崩壊す

ることはないと思われる。しかし、一時的に濁りが発生することが考えられ

る。 

イ 導 水 管…水源井戸から直接ポンプ井に揚水している施設であるので、被害は軽微と考

えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止提を設置しているため、次亜塩素酸ソーダ

による被害はないと思われる。 
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エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり、一体構造のため被害は軽微と考えられる。また、

停電時には自家用発電機を設置しているため、揚水及び加圧送水は可能であ

る。 

⑨ 足高水源地関係 

ア 取 水…愛鷹ローム、砂礫からなる地層である。深井戸２号井より取水しているが、

さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に濁りが発生す

ることが考えられる。 

イ 導 水 管  

送 水 管…深井戸１号井からポンプ井まで布設してある管路は延長も長いことから部

分的に継手部の被害が考えられる。深井戸２号井は、水源井戸から直接ポン

プ井に揚水している施設であるが、延長が短いことから、被害は軽微と考え

られる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり、一体構造のため被害は軽微と考えられる。 

オ 配 水 池…愛鷹ローム層からなる地盤上にあるが、耐震構造となっているので躯体その

ものが崩壊することはないと思われる。また流出管部分に地震計をセットし

た緊急遮断弁を設置してある。 

⑩ 内浦水源地関係 

ア 取 水…砂礫層からなる地層である。深井戸から取水しているが、さく井管が崩壊す

ることはないと思われる。しかし、地層の崩壊が起きやすく濁りが数日間発

生することが考えられる。 

イ 導 水 管…水源井戸から直接配水池に揚水している施設であり、延長も長く急傾斜地で

あり、山崩れ等による管の折損、継手離脱の被害が考えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり、一体構造のため被害は軽微と考えられる。 

オ 配 水 池…軟弱な地盤上にあるが、躯体そのものが崩壊することはないと思われる。し

かし、外溝部分のブロック積みに一部崩壊が考えられる。また、流出管部分

に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑪ 柏葉尾水源地関係 

ア 取 水…火山砂礫が主体の地質である。深井戸から取水しているが、さく井管が崩壊

することはないと思われる。しかし、一時的に濁りが発生することが考えら

れる。                       

イ 導 水 管  

 送 水 管…深井戸２号井から配水池まで布設してある管路は延長も短いため、被害は

軽微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が

考えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸

ソーダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…電気関係については比較的安全と思われる。 
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オ 配 水 池…ステンレス製で耐震構造となっているので、躯体そのものが崩壊することは

ないと思われる。また流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置し

てある。 

⑫ 木瀬川水源地関係 

ア 取 水…この水源地は泉水源地と同じく洪積世末期、富士火山の噴火により、箱根火

山と愛鷹火山の裾合谷を空隙率の高い溶岩流が流下し、その中を水脈となっ

て流下した地下水が湧出している。さく井管の崩壊はないと思われるが、原

水の濁りが一時的に発生するものと思われる。 

イ 送 水 管…送水する管路は、泉水源地関係の配管へ接続し、距離は短いため、被害は軽 

（配 水 管）微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止堤を設置しているため、次亜塩素酸ソーダ

による被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…施設設備は屋外にあり一体構造のため、被害は軽微と考えられる。 

オ 配 水 池…耐震補強工事実施済みのため、躯体そのものが崩壊することはないと思われ

る。 

⑬ 河内水源地関係 

ア 取 水…当地区は火山砂礫からなる地盤である。深井戸より取水しているが、さく井

管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微粒砂が噴出し、濁

りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸１号井から直接着水井までに布設してある管路は、送水管延長も短 

送 水 管 いことから、被害は軽微と考えられる。着水井から配水池まで布設してあ 

る管路は、延長も長く、急傾斜地のため、山くずれが生じた場合は被害が考

えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)については、配管の継手部分の損傷等軽微な被害と思

われる。また、電気関係については比較的安全と思われ、停電時にも自家用

発電機を設置しているため揚水は可能である。 

オ 配 水 池…PC 構造となっているので躯体そのものが崩壊することはないと思われる。

また流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑭ 青野水源地関係 

ア 取 水…当地区は泥、砂礫からなる地盤である。深井戸１号、２号井より取水してい

るが、さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微粒砂

が噴出し、濁りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管  

送 水 管…深井戸１号井から配水池着水井までに布設してある管路は、延長も長く、急 

傾斜地のため、山くずれが生じた場合は被害が考えられる。深井戸２号井は、

着水井までの管路の延長も短いことから、被害も軽微と考えられる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 
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エ 機械電気設備…機械関係（ポンプ）については、配管の継手部分の損傷等軽微な被害と

思われる。また、電気関係については比較的安全と思われる。 

オ 配 水 池…愛鷹ローム層からなる地盤上にあるが、耐震構造となっているので、躯体そ

のものが崩壊することはない。 

⑮ 古宇水源地関係 

ア 取 水…当地区は主に達磨山噴出物の安山岩等からなる地質で、一部には脆弱な部分

も見られるが、さく井管が崩壊することは考えられない。しかし、一時的に

微粒物が噴出し濁りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…深井戸から直接配水池一体構造の着水井に揚水している施設であり、延長も

長く、急傾斜地に布設しているが大部分が耐震性のあるポリエチレン管を使

用しているため、被害は軽微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考

えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)については、配管の継手部分の損傷等軽微な被害と思わ

れる。電気関係は屋外にあり一体構造のため被害は軽微と思われる。また、

停電時には自家用発電機を設置しているため揚水は可能である。 

オ 配 水 池…ステンレス製で耐震構造となっているので、躯体そのものが崩壊することは

ない。また流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑯ 江梨水源地関係 

ア 取 水…当地区は主に達磨山噴出物の安山岩等からなる地質で、一部は脆弱な部分も

見られるが、さく井管が崩壊することは考えられない。しかし、一時的に微

粒物が噴出し、濁りが発生することが考えられる。 

イ 導 水 管…水源井戸から直接配水池一体構造の着水井に揚水している施設であり、延長

も短く耐震管を使用しているため、被害は軽微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が

考えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸

ソーダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)については、配管継手部分の損傷等軽微な被害と思わ

れる。電気関係については、屋外にあり、一体構造のため被害は軽微と思わ

れる。また、停電時には自家用発電機を設置しているため揚水は可能である。 

オ 配 水 池…ステンレス製で耐震構造となっているので、躯体そのものが崩壊することは

ない。また流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑰ 戸田地区関係 

ア 新田水源地関係 

(ｱ) 取 水…山の斜面に横穴を掘り湧水を取水しており、岩で囲まれているが山崩れ

が生じた場合、崩壊があると思われる。 

(ｲ) 送 水 管…水源から配水池まで減圧槽を介し、自然流下により送水してある管路 

導 水 管  は、延長も長く露出部もあり、塩化ビニール管を使用している箇所もあ

ることから、急傾斜地のため山崩れが生じた場合被害が考えられる。 

(ｳ) 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損

が考えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩

素酸ソーダによる被害はないと思われる。 
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(ｴ) 配 水 池…躯体そのものが崩壊することはないと思われる。 

イ 達磨橋系統水源地関係 

(ｱ) 取 水…雉ケ尾水源は、山の斜面に横穴を掘り湧水を取水しており、岩で囲まれ

ているが山崩れが生じた場合、内部崩壊があると思われる。また、集水

槽・接合槽も崩壊の危険性が高い。第５水源は、深井戸より取水してい

るが、さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微

粒物が噴出し濁りが発生することが考えられる。 

(ｲ) 導 水 管…湧水を配水池まで送水している管路は減圧槽を介し、自然流下により送

水している。急傾斜地に布設してあり、延長も長く露出部もあり、塩化

ビニール管を使用している箇所もあることから、被害が考えられる。 

深井戸の導水管は鋼管を使用しているが、河川横断等の露出部の配管継

手部の破損が考えられる。 

(ｳ) 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損

が考えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩

素酸ソーダによる被害はないと思われる。 

(ｴ) 機械電気設備…機械関係（ポンプ）については、配管の継手部分の損傷等軽微な被害

が考えられる。電気関係については、比較的安全と思われる。また、停電

時には自家用発電機を設置しているため、揚水は可能である。 

(ｵ) 配 水 池…達磨橋第１・第２・御浜・柳ケ窪・烏ケ原配水池は、躯体そのものが崩

壊することはないと思われる。達磨橋第１・第２、御浜、柳ケ窪配水池に

は流出管部分に地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

        また、平成 27 年度には達磨橋第３配水池を新設し供用している。 

ウ 第３水源関係 

(ｱ) 取 水…水の使用量が多い夏場等に、達磨橋配水池からの配水管へポンプで直接

加圧して給水している水源で、取水については、深井戸より取水してい

るが、さく井管が崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微

粒物が噴出し濁りが発生することが考えられる。配水管までの接続管は、

延長も短いことから被害は、軽微と考えられる。 

(ｲ) 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損

が考えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩

素酸ソーダによる被害はないと思われる。 

(ｳ) 機械電気設備…機械・電気設備については屋内にあるが、倒壊等がなければ被害は軽

微と考えられる。 

⑱ 井田水源地関係 

ア 取 水…山間の表流水を取水している赤ノ田水源は、山崩れ等により取水口の崩壊が

考えられる。井田水源については、深井戸より取水しているが、さく井管が

崩壊することはないと思われる。しかし、一時的に微粒物が噴出し濁りが発

生することが考えられる。 

イ 導 水 管…赤ノ田水源より緩速ろ過池までの管路は、延長も長く露出部もあり、塩化ビ

ニール管を使用していることから、急傾斜地のため山崩れが生じた場合、被

害が考えられる。井田水源の深井戸より直接配水池に送水されている管路は

短いため被害は、軽微と思われる。 

ウ 滅菌装置…次亜塩素酸ソーダ貯槽の倒壊等はないと思われるが、配管継手部の破損が考
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えられる。しかし、薬剤流出防止受皿を設置しているため、次亜塩素酸ソー

ダによる被害はないと思われる。 

エ 機械電気設備…機械関係(ポンプ)については、配管継手部分の折損等の軽微な被害と

思われ、電気関係についても軽微な被害と思われる。 

オ 配 水 池…耐震性を有してないと思われ、亀裂等による損傷が考えられる。流出管部分

には地震計をセットした緊急遮断弁を設置してある。 

⑲ その他水道施設関係（専用水道） 

ア 市内には 32 箇所の専用水道がある。29 箇所が深井戸より取水しているが、さく井管が

崩壊することはないと思われるが、一時的に濁りが発生することが考えられる。残りの３

箇所は市水の配水管からの取水のため、市水の管路に異常が無ければ取水は可能である。 

イ 送水管、配水管等は耐震性を有していない塩化ビニール管等を多くの箇所が使用してお

り、被害があると思われる。 

ウ 滅菌設備については、配管部分の折損等の軽微な損傷と思われ、タンク等も小容量のた

め損傷しても、被害は軽微と思われる。 

エ 機械関係については、ポンプ本体は配管継手部分の折損等の軽微な被害と思われるが、

送水管接続部に塩化ビニール管を使用しているところが多いため、配水池等への送水に影

響が出ると考えられる。電気関係については、軽微な損傷と考えられる。 

オ 受水槽、配水池については、FRP 製のパネルタンクを使用しているところが数多く、多少

の耐震性はあると思われるが、緊急遮断弁が設置されていないため、接続部の配管が損傷

した場合、貯水が不能と考えられる。 

⑳ 配水管被害関係 

本市の送・配水管は、各水源地、配水池からの管網で形成されている。耐震管の敷設も進

めてはいるが、まだ、老巧管も多く、一部軟弱地盤に埋設されている。 

管路は、継手部分の離脱、管の折損などの被害が予想される。また、管路の被害部位で、

管種にもよるが、①折れ、②抜け、③割れ、に被害は集中するものと考えられる。特に、狩

野川の橋梁に添架及び各河川に架設してある水管橋は、その接続部位の離脱が考えられる。 

㉑ 給水装置被害関係 

本市の給水装置は、昭和 55 年まで取り出し部分に鉛管、道路部は鋼管、宅地内は鋼管及び

ビニール管が使用され、昭和 56 年以降は、取り出し部分に伸縮継手を使用し、その先は耐衝

撃性硬質塩化ビニール管を使用している。 

給水管の被害は、地震動そのものと地盤変化に伴うものとがあると考えられる。 

鋼管、ビニール管は地震動に弱く、特に直管部より異形管部に被害が多く発生すると考え

られる。 
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